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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成19年3月29日に提出しました第12期（自 平成18年１月１日 至 平成18年12月31日）の有価証券報告書の記載事項の一部に誤

りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。 

  

２【訂正事項】 

 第一部 企業情報 

  第５ 経理の状況 

   ２ 財務諸表等 

  

３【訂正箇所】 

 訂正箇所は   を付して表示しております。 

  

第一部【企業情報】 

  

 第５【経理の状況】 

  

 ２【財務諸表等】 

  

 重要な会計方針 

  

 （会計方針の変更） 

 当事業年度（自 平成18年１月１日 至 平成18年12月31日） 

  

3.貸借対照表の純資産の部の表示に係る会計基準 

（訂正前） 

当事業年度から「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準委員会平成17年12月9日企業会計基準5号）

および「貸借対照表の純資産の部の表示に関する企業会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成17年12月9日 企業会計基準

適用指針第8号）を適用しております。従来の資本の部に相当する金額は2,218,893千円であります。  

  

（訂正後） 

当事業年度から「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準委員会平成17年12月9日企業会計基準5号）

および「貸借対照表の純資産の部の表示に関する企業会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成17年12月9日 企業会計基準

適用指針第8号）を適用しております。従来の資本の部に相当する金額は2,207,889千円であります。  
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